
 

 

 
 

                       
校長 竹内 徳望 

 
「勝ち負けの先にある学び」 ―失敗こそが次の成長へのヒント― 

 
寒さが続く毎日ですが、暦の上ではもうすぐ立春を迎えます。校内を歩いていると、冷た

い空気の中にも少しずつ春に向かう気配を感じます。保護者の皆様には、日頃より本校の教
育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
 
１月は年の初めということもあり、ニュースやテレビなどでも「目標」や「挑戦」といっ

た言葉を耳にすることが多かったのではないでしょうか。新年に立てた目標をどのように続
けていくか―これは大人にとっても、なかなか難しいことです。「今年は頑張ろう」と思いな
がらも、日々の生活の中で迷ったり立ち止まったりすることは、誰しもあるのではないでし
ょうか。 
 
そんな中で、将棋界のトップで活躍する藤井聡太（ふじい・そうた）竜王の姿勢には、多

くのことを学ばせてもらえます。藤井さんはこれまで複数の主要タイトルを次々と制し、
2025年には竜王戦で５年連続優勝、史上最年少で「永世竜王」の資格を獲得しました。しか
し、2026年の王将戦七番勝負では、シリーズ開幕の第 1局で敗れ、苦しいスタートとなった
ことも報じられていました。トップ棋士であっても順風満帆ではなく、勝敗だけに一喜一憂
していては成長につながらないことを改めて感じさせられます。 
 
藤井さん自身は、勝敗の結果よりも対局の内容や改善点を振り返ることを重視しており、

インタビューでは「勝ち負けの結果は忘れてしまうのが理想」と語っています。この姿勢
は、私たちにも大切な示唆を与えてくれます。 
 
同じような考え方は、ビジネスや投資の世界でも応用されます。たとえば「負けノート」

と呼ばれる手法があるそうです。これは、うまくいかなかった取引や判断のパターンを記録
し、分析することで、同じ失敗を繰り返さないようにする方法です。藤井さんの話とは直接
の関係はありませんが、勝敗や失敗を単に悔やむのではなく、次に生かすために整理して振
り返るという点で共通しています。 
 
学校生活に置き換えると、テストや部活動、友だちとの関わりの中で、思うようにいかな

いこともあるでしょう。そのときに大切なのは、結果だけに一喜一憂するのではなく、なぜ
うまくいかなかったのか、次はどう工夫できるかを考えることです。小さな積み重ねや失敗
から学ぶことが、生徒一人ひとりの成長につながります。 
 
３学期は一年のまとめとして大切な時期です。勝敗や評価にとらわれすぎず、日々の取り

組みの中で学んだことを進級や進学など、次のステージにつなげることを意識しながら、安
心して挑戦できる学校生活を送ってほしいと思います。 
 
最後に、マイクロソフトを創業したことで知られる、世界的な実業家であり慈善活動家の

ビル・ゲイツ氏の言葉を紹介します。 
 

“It’s fine to celebrate success but it is more important to heed the 
lessons of failure.” — Bill Gates 
 
「成功を祝うのはいい。しかし、もっと重要なのは失敗から学ぶことである。」 

 
成功を喜ぶことは大切ですが、それ以上に失敗やつまずきから学ぶ姿勢をもつことが、成

長への近道です。学校でも家庭でも、子どもたちが挑戦を続ける中で、失敗を恐れず、学び
に変えていけるよう、温かく見守っていきたいと思います。 
 
残りの３学期も、一日一日を大切にしながら教育活動を進めてまいります。今後ともご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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 県外の私立高校は１月の上旬に、県内の私立高校

は１月２２日を中心に入試が行われました。県内の公

立高校の受検は今月２６日に実施されます。 

３年生は毎日を大切

に、授業を受けています。

保護者の皆様の協力も

得ながら、必要書類の準

備や結果発表後の手続 

き等、不備のないようにしていきましょう。 

 

体育館の改修工事の進

捗状況をお知らせします。

フロアは張替が終了し、球

技以外の授業は体育館で

の実施を再開しました。も

うまもなく全面使用可能と

なります。エアコンとカバ

ーの設置も終わり、配電盤

や使用に向けた点検等を

待つばかりです。 

 

 

中庭や校庭に植えてある椿がとてもきれいに咲き

ました。赤い椿の花ことばは「控えめな素晴らしさ」

や「謙虚な美徳」等です。風と寒さが厳しい中、凛と

咲く椿を見ていると、まるで苦しい状況の中でも文句

や愚痴をこぼさず、ひたむきに努力し続ける人のよう

に思え、これまでの自分を振り返り、身が引き締まる

思いになります。 

2026 年もあっ

という間に 1 か月

を終え、今年度も残

すところ 2か月とな

りました。 保護者、 

地域の皆様におかれましては、これまでと変わらぬご

支援とご協力をお願い申し上げます。 

日 曜 行事等 

1 日  

2 月 
登校指導 新入生説明会 

パワーアップ確認テスト B実施 

3 火  

4 水 期末テスト 1日目（3年生） 

5 木 期末テスト 2日目（3年生） 

6 金  

7 土  

8 日  

9 月  

10 火 安全点検日 

11 水 建国記念の日 

12 木 全校集会 

13 金 
特別支援学級交歓会（北公民館） 

学校運営協議会 

14 土  

15 日  

16 月  

17 火  

18 水 県公立高校志願先変更期間 

19 木 県公立高校志願先変更期間 専門委員会 

20 金 ふれあいデー 

21 土 １，２年生アウトメディアチャレンジ期間開始 

22 日  

23 月 天皇誕生日 

24 火  

25 水  

26 木 
県公立高校学力検査 

期末テスト 1日目（１，２年生） 

27 金 
県公立高校実技検査 

期末テスト 2日目（１，２年生） 

28 土  


